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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
超音波プローブ（２０２）と、該超音波プローブ（２０２）と接続する超音波スキャナ本
体とを含む超音波システム（１０８）のためのユーザインターフェース（１０２）であっ
て、
前記超音波システムの動作を制御するための、少なくとも１つのユーザにより動作可能な
入力部材（１０６）であって、前記超音波システムの少なくとも１つの動作を制御するよ
うにユーザが構成可能な少なくとも１つのユーザにより動作可能な入力部材（１０６）と
、
前記少なくとも１つのユーザにより動作可能な前記入力部材を含む制御装置（１０４）で
あって、無線通信リンク（４０４）を介して前記超音波スキャナ本体に接続し、前記超音
波プローブに取外し可能に取り付けることが可能な制御装置（１０４）と
を含み、
前記制御装置（１０４）が、
イメージング最適化制御のためのプリセットまたは所定のシステム設定に対応するユーザ
プロファイルを記憶するメモリを備えると共に、
前記超音波プローブ（２０２）の部分の少なくとも一部分の周囲に取外し可能に取り付け
るために、前記超音波プローブの前記部分に対応する形を有する本体を含む、
ユーザインターフェース（１０２）。
【請求項２】
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前記少なくとも１つのユーザにより動作可能な入力部材（１０６）が、前記超音波システ
ム（１０８）の少なくとも１つの走査動作または画像最適化動作を作動させると同時に該
動作を変更する、請求項１記載のユーザインターフェース（１０２）。
【請求項３】
前記制御装置（１０４）を複数のユーザの内の１人のユーザと関連付け、ユーザ名または
ユーザＩＤ番号を提供するように構成される視覚的な標識（２０４）を更に備え、
前記複数のユーザにより動作可能な入力部材（１０６）がユーザ毎に再構成可能である、
請求項１記載のユーザインターフェース（１０２）。
【請求項４】
前記少なくとも１つのユーザにより動作可能な入力部材（１０６）が、前記超音波スキャ
ナ本体のグラフィカルユーザインターフェースを介して複数のユーザによりユーザ毎にプ
ログラム可能である、請求項３記載のユーザインターフェース（１０２）。
【請求項５】
前記ユーザにより動作可能な入力部材（１０６）が、前記超音波プローブに接続された超
音波スキャナ（４０２）の超音波制御パネル上で利用可能な機能に対応する前記超音波プ
ローブ（２０２）の機能の動作を各ユーザ毎に制御するように構成可能である、請求項１
乃至４のいずれかに記載のユーザインターフェース（１０２）。
【請求項６】
超音波プローブ（２０２）と、該超音波プローブ（２０２）と接続する超音波スキャナ本
体とを有する超音波システム（１０８）のための制御装置（１０４）であって、
前記超音波システムを制御するための少なくとも１つのユーザ入力を受け取る手段（１０
６）と、
前記制御装置（１０４）を前記超音波プローブに取外し可能に取り付ける手段と、
前記超音波システムを制御するために、前記少なくとも１つの受け取ったユーザ入力を無
線通信リンク（４０４）を介して前記超音波スキャナ本体に伝達する手段（４０４）と、
前記超音波システム（１０８）を制御するためにユーザ定義の設定を複数記憶する手段（
５０２）であって、前記受け取る手段（１０６）に関連付けられた制御動作を定義するた
めのユーザがプログラム可能な設定を複数記憶する手段（５０２）と
を含む制御装置（１０４）。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、超音波システムに関し、より詳細には、超音波システムのためのユ
ーザインターフェースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医用超音波システムは、例えば解剖学的構造を調査／研究し、組織中の異常を検出し、
また体内の血流を測定するために使用することができる。超音波システムは、通常、イメ
ージングパルスとして知られる超音波パルスを体内に送信するために使用される超音波プ
ローブを含む。音響的なエコー信号は、これらの波に応答して体内の境界で生成される。
これらのエコー信号は、超音波プローブによって受信され、検査中の体部分の画像を作成
するのに使用する電気信号に変換される。その画像は表示装置に表示される。
【０００３】
　典型的な超音波システムでは、走査を実施している間、ユーザは、通常、超音波プロー
ブまたは超音波システムのパラメータの変化を調整または制御するために、超音波スキャ
ナへ行ったり来たりする必要がある。これらの変化の調整または制御は、例えば、ゲイン
調整、プリントのためにフレームをフリーズさせること、送信波振幅の変更、および診断
画像に対する最適設定を得るのに使用される他の制御パラメータの変更を含む。しかし、
これらの超音波システムによって提供される柔軟性およびユーザの使い勝手の良さは限ら
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れている。ユーザは、普通、超音波画像表示ユニットを注視することと同時に、超音波ス
キャナの制御パラメータを操作することが必要になる。その手順のため、効率的にユーザ
が走査し超音波画像を取得することを困難にする。例えば、キャプチャし、プリントする
必要のある所望のフレームが表示装置上に見えた場合、ユーザは超音波スキャナからそれ
をフリーズする必要がある。そうしている間に走査時間損失が生じ、またユーザの動きに
より超音波プローブが不安定になり、望ましくない結果になる可能性もある。さらに、典
型的な超音波システムでは、ユーザが両手を使わなければならないとき、十分な柔軟性を
提供することができない。このような場合の一例としては、ユーザが一方の手をプローブ
用に使用し、他方の手を、走査する組織を操作するために、またはインターベンショナル
な（ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ）処置を行うために使用する場合がある。患者操作の
一例には、静脈流を刺激するために圧力を加えたり、除去したりすることがある。インタ
ーベンショナルな処置には、バイオプシまたはシード埋込み治療が含まれる。
【０００４】
　さらに、マルチユーザ環境における超音波システムは、各ユーザ設定が各超音波システ
ム上にプログラムされるための容易で実際的な方法を提供しない。例えば、多数の超音波
システムを有する病院のユーザは、通常、超音波を走査する前と走査中に、各超音波シス
テムに対する制御設定およびパラメータを調整しなくてはならない。現在の超音波システ
ムは、任意の設定変更を記憶することができるが、それを他の超音波システムに簡単に転
送することができない。
【特許文献１】米国特許第６２３８３４１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、超音波イメージングを提供するための周知の超音波システムおよび方法に
よって提供される、柔軟性およびユーザの使い勝手の良さは限られている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　例示的な一実施形態では、超音波システムのためのユーザインターフェースが提供され
る。その超音波システムは、超音波プローブを含む。ユーザインターフェースは、超音波
システムの動作を制御するための、少なくとも１つのユーザにより動作可能な（ｕｓｅｒ
　ａｃｔｕａｂｌｅ）入力部材を含む。その少なくとも１つのユーザにより動作可能な入
力部材は、超音波システムの少なくとも１つの動作を制御するようにユーザが構成可能（
ｕｓｅｒ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｂｌｅ）である。ユーザインターフェースはまた、少なく
とも１つのユーザにより動作可能な入力部材を含む制御装置を有する。その制御装置は、
超音波プローブに取外し可能に取り付けることができる。
【０００７】
　他の例示的な実施形態では、超音波プローブを有する超音波システムの制御装置が提供
される。その制御装置は、超音波システムを制御するための少なくとも１つのユーザ入力
を受け取る手段を含む。制御装置はまた、その受け取る手段を超音波プローブに取外し可
能に取り付ける手段も含む。制御装置はさらに、超音波システムを制御するために、少な
くとも１つの受け取ったユーザ入力を超音波システムに伝達する手段を含む。
【０００８】
　さらに、他の例示的な実施形態では、超音波プローブを有する超音波システムを制御す
る方法が提供される。本方法は、超音波プローブでユーザ入力を受け取ることを含む。ユ
ーザ入力は、超音波システムを制御するための制御機能に対応し、ユーザによって構成が
可能である。本方法はさらに、超音波システムの動作を制御するために、ユーザ入力を超
音波システムに伝達することを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の様々な実施形態は、超音波プローブを有する超音波システムを制御するための
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ユーザインターフェースおよび方法を提供する。ユーザインターフェースは、超音波プロ
ーブで動作可能であり、超音波プローブに取り付けられたそのユーザインターフェースを
介して、超音波プローブまたは超音波システムの動作を制御することができる。
【００１０】
　図１は、本発明の例示的な実施形態による超音波システムのためのユーザインターフェ
ース１０２のブロック図である。ユーザインターフェース１０２は、制御装置１０４およ
び少なくとも１つのユーザにより動作可能な入力部材１０６を含む。ユーザインターフェ
ース１０２は、無線または有線接続を介して超音波システム１０８に接続されている。一
実施形態では、超音波システム１０８は、超音波プローブ（図示せず）を含む。制御装置
１０４は、超音波システム１０８の動作を制御する。制御装置１０４による超音波システ
ム１０８の動作の制御は、図８と共に詳細に説明する。ユーザにより動作可能な入力部材
１０６は、制御装置１０４の一部として（例えば、それに一体化されて）提供され、また
所望によりまたは必要に応じて、ユーザにより動作可能な複数の入力部材１０６を制御装
置１０４の一部分として提供することができる。ユーザにより動作可能な入力部材１０６
としては、例えば、ボタン、スイッチ、ノブ、ダイアル、ホィール、タッチパッド、ジョ
イスティック、およびスライドを特にあげることができる。
【００１１】
　本発明の例示的な実施形態では、超音波システム１０８およびその超音波システム１０
８に接続可能な（図２に示す）超音波プローブ２０２の動作は、ユーザインターフェース
１０２によって制御することができる。またその動作には、例えば、フリーズやプリント
、シネループなどの画像キャプチャ動作、複式表示（ｄｕｐｌｅｘ　ｄｉｓｐｌａｙ）に
おける２次元イメージングとドップラもしくはＭモードの間の切替えなどの走査モード制
御、ＥＦＶ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｆｉｅｌｄ　ｏｆ　ｖｉｅｗ）または３次元収集、トリ
ガなどの収集トリガ制御、自動画像最適化、ユーザプリセット、周波数、アプリケーショ
ン、ゲイン、ダイナミックレンジ、エッジ強調、デプス、表示デプスなどの画像最適化制
御、送信フォーカス制御が特に含まれ得る。
【００１２】
　本発明の例示的な一実施形態では、超音波システムは超音波スキャナである。この実施
形態では、ユーザにより動作可能な入力部材１０６は、超音波スキャナの少なくとも１つ
の走査動作を制御する。他の実施形態では、ユーザにより動作可能な入力部材１０６は、
超音波スキャナの少なくとも１つの非走査動作を制御する。超音波システム１０８の非走
査動作の例にはユーザの識別および認証が含まれる。本発明の例示的な実施形態では、例
えば、ログインＩＤおよびパスワードによってユーザを識別し認証することができる。
【００１３】
　図２は、本発明の例示的な実施形態による超音波プローブに取り付けられたユーザイン
ターフェース１０２の上面図である。図３は、本発明の一実施形態による超音波プローブ
に取り付けられたユーザインターフェース１０２の側面図である。ユーザインターフェー
ス１０２は、超音波プローブ２０２に取外し可能に取り付けることができる。
【００１４】
　様々な実施形態では、ユーザインターフェース１０２を超音波プローブ２０２に取外し
可能に取り付けるために、制御装置１０４の本体は、超音波プローブ２０２の一部の周り
に延長するように構成された腕部を含む。制御装置１０４の本体は、延長部を有する上面
を含み、その延長部は、一実施形態では、その延長部の一部として提供される少なくとも
１つのユーザにより動作可能な入力部材１０６を含む。他の実施形態では、制御装置１０
４は、超音波プローブ２０２に取り付けるためにＣ状の形をしている。ユーザにより動作
可能な入力部材１０６は、例えば、超音波プローブ２０２または超音波システム１０８の
動作を制御するために再構成可能であり、再構成および変更することが可能な、ユーザに
より動作可能な入力部材１０６を用いて動作可能である。ユーザにより動作可能な入力部
材１０６の再構成については、図７と共に詳細に説明する。
【００１５】
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　超音波プローブ２０２はケーブル２０３を含む。ケーブル２０３は、超音波プローブ２
０２を超音波システム１０８、例えば、超音波スキャナ（図２に示さず）に接続する。制
御装置１０４は、例えば、ユーザにより動作可能な入力部材２０６、２０８、２１０、２
１２、２１４、２１６、および視覚的な標識２０４を含む。この実施形態では、ユーザに
より動作可能な入力部材２０６、２０８、２１０、２１２は、超音波プローブ２０２また
は超音波システム１０８を動作させるために押されるボタンである。ユーザにより動作可
能な入力部材２１４は、超音波システム１０８または超音波プローブ２０２の他の動作を
作動させ、同時にそれを変更するために使用するロッカータイプのスイッチである。例え
ば、ユーザにより動作可能な入力部材２１４はゲイン調整動作を作動させ、次いでそのゲ
インを増減することができる。この実施形態におけるユーザにより動作可能な入力部材２
１６は、作動させるために回転可能であると同時に、超音波システム１０８または超音波
プローブ２０２の動作に対して調整を行うことができるスクロールホィールである。ユー
ザにより動作可能な入力部材２１６は、例えば、右利きのユーザが、親指を用いてユーザ
により動作可能な入力部材２１６を回転させることができるように、制御装置１０４の右
側に配置される。他の実施形態では、ユーザにより動作可能な入力部材２１６は、左利き
ユーザが容易にできるように制御装置１０４の左側に配置される。制御装置１０４は、制
御装置１０４をユーザと関連付けるために視覚的な標識２０４（例えば、ユーザ名または
ＩＤ番号）を提供するように構成される。
【００１６】
　他の実施形態では、スクロールホィールを制御装置１０４の上面に設けることもできる
。制御装置１０４は、異なる操作者が所望するまたは必要とする制御を提供するように、
ユーザにより動作可能な入力部材の他のまたは異なるタイプを含むことができる。
【００１７】
　超音波システム１０８または超音波プローブ２０２の動作を制御するために、制御装置
１０４は、超音波システム１０８、例えば超音波スキャナと通信する。本発明の例示的な
実施形態では、超音波システム１０８は超音波スキャナである。図４は、本発明の例示的
な実施形態による、制御装置と、超音波プローブ２０２に接続された超音波スキャナとの
間の通信を示すブロック図である。超音波スキャナ４０２は、通信リンク４０４を介して
制御装置１０４に接続されている。通信リンク４０４は、無線接続および有線接続のどち
らかである。一実施形態では、制御装置１０４は、通信リンク４０４を介して超音波スキ
ャナ４０２と無線通信するように構成される。制御装置１０４と超音波スキャナ４０２の
間の無線通信は、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＲＦ、無線信号、無線ＬＡＮ、無線ネッ
トワーク、および赤外線のうちの１つを用いて行うことができる。この実施形態では、周
知のように、無線通信を可能にするための無線トランシーバ（図示せず）を制御装置１０
４および超音波スキャナ４０２中に装備する。他の実施形態では、制御装置１０４が、通
信リンク４０４によって提供される有線接続を介して超音波スキャナ４０２と通信するよ
うに構成される。有線接続は、超音波プローブ２０２を超音波スキャナ４０２と接続する
ケーブル２０３からは独立したワイヤとすることができる。他の実施形態では、ケーブル
２０３は、制御装置１０４と超音波スキャナ４０２の間の通信用に使用される。ケーブル
２０３から独立したケーブルで通信が可能である場合、その独立したケーブルは、ケーブ
ル２０３にクリップあるいはマウントされる。このようにすると、ユーザにとって操作す
べきケーブルがなお１本のままであり、超音波プローブの扱いが容易になる。
【００１８】
　制御装置１０４と超音波スキャナ４０２の間の通信が確立された後、超音波プローブ２
０２または超音波スキャナ４０２の動作を制御するためにユーザによって作動されるユー
ザにより調整可能なパラメータが、制御装置１０４から超音波スキャナ４０２に伝達され
る。次いで、超音波スキャナ４０２は、受け取ったユーザ入力（例えば、調整可能パラメ
ータに関係するユーザ入力）に基づいて、超音波スキャナ４０２の動作を制御するための
対応するアクションまたは機能を実施する。超音波システム１０８または超音波プローブ
２０２の動作を制御するためのユーザが調整可能なパラメータはまた、超音波スキャナ４
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０２の制御パネル（図４に示さず）上で調整することもできる。
【００１９】
　ユーザは、ユーザの習慣、好み、慣例に従ってユーザプロファイルを選択し、それを制
御装置１０４中の（図５に示す）メモリに記憶することができる。ユーザプロファイルは
、ユーザにより動作可能な入力部材を用いて、超音波システム１０８または超音波プロー
ブ２０２を制御するためのユーザによる所定の設定を定義する。例えば、ユーザプロファ
イルは、選択されたプローブの状況に基づいて、グレイマップ、ダイナミックレンジ、エ
ッジ強調などのイメージング最適化制御のためのプリセットを含むことができる。一般に
、ユーザプロファイルは、ユーザにより動作可能な入力部材それぞれに関連付けられたユ
ーザが調整可能なパラメータ、およびそのユーザのためのプリセットもしくは所定のシス
テム設定を含む。
【００２０】
　図５は、本発明の例示的な実施形態による制御装置１０４のブロック図である。制御装
置１０４は、少なくとも１つのユーザにより動作可能な入力部材１０６、およびメモリ５
０２を含む。図５は、ユーザにより動作可能な入力部材１０６を１つ示しているが、制御
装置１０４の一部として含まれた、ユーザにより動作可能な複数の入力部材１０６とする
こともできる。他の実施形態では、メモリ５０２が制御装置１０４の外に位置する。メモ
リ５０２は、取外し可能な不揮発性メモリ装置／カードおよびプラグインドライブのうち
の１つとすることもできる。メモリ５０２は、ユーザにより動作可能な入力部材１０６、
および他の任意のユーザプリセットもしくは所定のシステム設定に対応するユーザプロフ
ァイルを記憶する。ユーザプロファイルの内容は、図６と共に詳細に説明する。
【００２１】
　図６は、本発明の例示的な実施形態に従って、（図１に示す）制御装置１０４の内部の
（図５に示す）メモリ５０２に記憶されたユーザプロファイルを示すブロック図である。
メモリ５０２はユーザプロファイル６０２を記憶する。ユーザプロファイル６０２は以下
の列を含む。すなわち、タグ６０４、パラメータ６０６、およびパラメータ設定６０８で
ある。タグ６０４の列は、ユーザにより動作可能な入力部材に関連付けられたタグを記憶
し、例えば、タグ６０４の列の第１行のエレメントが、（図２に示すように）ユーザによ
り動作可能な入力部材２０６に関連付けられたタグである「Ａ」を含む。パラメータ６０
６の列は、ユーザが調整可能なパラメータを記憶する。ユーザが調整可能なパラメータは
、ユーザにより動作可能な入力部材に対応し、例えば、パラメータ６０６の列の第１行の
エレメントは、ユーザにより動作可能な入力部材２０６に対応するユーザが調整可能なパ
ラメータである「パラメータＰ１」を含む。「パラメータＰ１」はまた、超音波システム
１０８または超音波プローブ２０２の制御動作、例えば、ゲイン調整に対応するユーザに
より動作可能な入力部材２０６に相当するユーザ構成を定義する。パラメータ設定６０８
の列は、パラメータ６０６の列に記憶されたユーザが調整可能なパラメータに対応するユ
ーザの事前定義設定を記憶する。例えば、パラメータ設定６０８の列の第１行のエレメン
トは、パラメータ６０６の列の第１行に記憶された「パラメータＰ１」に対応するユーザ
の事前定義設定である「パラメータＰ１設定」を含む。ユーザプロファイル６０２中の各
行は、ユーザにより動作可能な入力部材に対応しており、例えば、第１行は、（図２に示
すように）ユーザにより動作可能な入力部材２０６に相当する。メモリ５０２にユーザプ
ロファイルを記憶する他の周知の方法も使用することができる。さらに、超音波スキャナ
に対する特定ユーザのプリセットまたは所定のシステム設定に対応する追加の情報を記憶
することも可能である（例えば、最初の起動設定など）。ユーザにより動作可能な入力部
材によって直接アクセスすることはできないが、ユーザにより動作可能な入力部材２０６
またはスキャナのユーザインターフェースを介して「プロファイル記憶」コマンドの活動
化を使用することに応答してメモリに記憶されるスキャナパラメータ用ユーザプリセット
を、その追加の情報は含むことができる。
【００２２】
　ユーザにより動作可能な入力部材をユーザが動作させたとき、それに対応するユーザに
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より調整可能なパラメータ、およびそのユーザにより調整可能なパラメータに対するユー
ザの事前定義設定は、超音波スキャナ４０２に伝達され、次いで、超音波スキャナ４０２
の動作を制御することができる。例えば、ユーザが、ユーザにより動作可能な入力部材２
０６を動作させた場合、超音波スキャナ４０２は、ユーザの事前定義設定「パラメータＰ
１設定」を有する「パラメータＰ１」に対応する、超音波スキャナ４０２を制御するため
の制御動作をユーザが要求しているという信号を受け取る。さらに、スキャナは、ユーザ
をシステムにログインさせ、ＨＩＰＡで保護されたスキャナ上のデータへのアクセスを提
供することができる。
【００２３】
　マルチユーザ環境では、複数のユーザに対応するユーザプロファイルは、メモリ５０２
に記憶することができる。ユーザは、ユーザにより動作可能な入力部材１０６を再プログ
ラミングすることによって、自分のユーザプロファイルを変更することができる。ユーザ
により動作可能な入力部材１０６の再プログラミングは、例えば、グラフィカルユーザイ
ンターフェースを介して提供される。一実施形態では、グラフィカルユーザインターフェ
ースが、超音波スキャナ４０２の一部として提供される。グラフィカルユーザインターフ
ェースは、例えば、画面の一部として構成することができる。画面中で、ユーザは、必要
とされるユーザにより動作可能な入力部材に対して割り当てられた制御動作を、そのリス
トから選択することができる。その画面は、例えば、ドロップダウンメニュー、選択ボタ
ン、およびユーザにより動作可能な入力部材を再構成すための他の選択手段を提供する。
様々な選択手段を介して選択するための、超音波システム１０８の様々な制御動作をユー
ザに提供することができる。ユーザはまた、ユーザにより動作可能な入力部材のそれぞれ
に割り当てられることが必要な設定および制御動作を入力することができる。グラフィカ
ルユーザインターフェースはまた、右利きまたは左利きユーザによるインターフェースの
制御を可能にするためのモジュールも提供する。グラフィカルユーザインターフェースに
より、ユーザは、超音波スキャナ４０２に接続された複数の超音波プローブ２０２からそ
の動作を選択し、制御することも可能になる。
【００２４】
　図７は、本発明の例示的な実施形態による、（図４に示す）制御装置１０４の内部のメ
モリに記憶された１組のユーザ識別子およびそれに関連付けられたユーザプロファイルを
示すブロック図である。メモリ５０２に記憶された様々なユーザプロファイル相互間を区
別するために、プロファイルごとに一意的なユーザ識別子が使用される。例えば、マルチ
ユーザ環境で、２人のユーザＸおよびＹが、同じユーザインターフェース１０２（図１に
示す）を使用する可能性がある。一意的なユーザ識別子Ｘ７０２（例えば、一意的なＩＤ
番号）が、ユーザプロファイルＸ７０６を有するユーザＸと関連付けられる。一意的なユ
ーザ識別子Ｘ７０２とユーザプロファイルＸ７０６は共にユーザＸに対応する。一意的な
ユーザ識別子Ｙ７０４は、ユーザプロファイルＹ７０８を有するユーザＹと関連付けられ
る。一意的なユーザ識別子Ｙ７０４とユーザプロファイルＹ７０８は共に、ユーザＹに対
応する。視覚的な標識２０４を、ユーザを（図１に示す）制御装置１０４と関連付けるた
めに使用することができる。代替的に、例えば、制御装置１０４のカラーコーディングも
使用することができる。
【００２５】
　ユーザプロファイルは、メモリ５０２に記憶された一意的なユーザ識別子に基づいて検
出される。超音波プローブ２０２に接続された超音波スキャナ４０２は、自動的にユーザ
プロファイルを検出し、ユーザをログインさせ、ユーザプロファイルに基づいて、超音波
プローブ２０２ならびに超音波スキャナ４０２の動作を制御するために、超音波スキャナ
４０２の制御を構成する。ユーザＸおよびユーザＹは、例えば、自分の要件に従って、ユ
ーザにより動作可能な入力部材を再プログラムすることができ、したがって、そのユーザ
プロファイル７０６および７０８はそれぞれ異なったものとなる。例えば、パラメータ６
０６の列の第１行の第１のエレメント、すなわち、「パラメータＰ１」は、パラメータ７
１８の列の第１行の第１のエレメント、すなわち、「パラメータＰ４」と異なる（例えば
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、ユーザＸは、ユーザにより動作可能な入力部材２０６を動作させることによって、「パ
ラメータＰ１」を動作させるが、一方、ユーザＹは、ユーザにより動作可能な入力部材２
０６を動作させることによって、「パラメータＰ４」を動作させる）。したがって、同じ
制御装置１０４に対して、異なるユーザのためのそれぞれの要件、すなわち、異なる制御
動作、および／またはユーザにより動作可能な入力部材と関連付けられた異なる制御を含
むことができる要件に従って、超音波システム１０８または超音波プローブ２０２の制御
動作が可能である。
【００２６】
　図８は、本発明の例示的な実施形態に従って、超音波システム１０８を制御するための
方法を示す流れ図である。８０２で、ユーザ入力が、ユーザにより動作可能な入力部材を
介して超音波プローブ２０２で受け取られる。８０４で、ユーザ入力は、超音波システム
１０８に伝達され、したがって、ユーザは超音波システム１０８または超音波プローブ２
０２の動作を制御することができる。
【００２７】
　入力は、ユーザにより動作可能な入力部材をユーザが動作させた後に、ユーザから受け
取られる。ユーザが調整可能なパラメータの形の、動作されたユーザにより動作可能な入
力部材に関連付けられた対応するユーザ構成と、それに関連付けられたユーザの事前定義
設定とは、次いで、通信リンク４０４を介して超音波スキャナに伝達される。次いで、超
音波スキャナ４０２は、それに従って、超音波プローブ２０２の動作を制御する。
【００２８】
　本発明の様々な実施形態を、超音波画像を生成するための超音波プローブの動作を制御
するために使用することができる。遠隔から走査を実施するための超音波プローブ２０２
の遠隔動作もまた可能になる。ユーザが超音波画像を取得するために必要となる時間を低
減する、超音波システム１０８または超音波プローブ２０２を制御するための使い勝手の
よいユーザインターフェースが提供される。さらに、制御ボタンおよびそれに関連付けら
れた機能の再プログラミングも提供される。
【００２９】
　本発明を、様々な特有の実施形態に関して説明してきたが、当業者であれば、本発明に
、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲内に含まれる変更を行うことが可能であること
が理解されよう。また、図面の符号に対応する特許請求の範囲中の符号は、単に本願発明
の理解をより容易にするために用いられているものであり、本願発明の範囲を狭める意図
で用いられたものではない。そして、本願の特許請求の範囲に記載した事項は、明細書に
組み込まれ、明細書の記載事項の一部となる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の例示的な実施形態による超音波システムのためのユーザインターフェー
スのブロック図である。
【図２】本発明の例示的な実施形態による超音波プローブに取り付けられたユーザインタ
ーフェースの上面図である。
【図３】本発明の例示的な実施形態による超音波プローブに取り付けられたユーザインタ
ーフェースの側面図である。
【図４】本発明の例示的な実施形態による、ユーザインターフェースと超音波プローブに
接続された超音波スキャナとの間の通信を示すブロック図である。
【図５】本発明の例示的な実施形態による制御装置のブロック図である。
【図６】本発明の例示的な実施形態による、メモリに記憶されたユーザ構成を示すブロッ
ク図である。
【図７】本発明の例示的な実施形態による、メモリに記憶された１組のユーザ識別子およ
びそれに関連付けられたユーザ構成を示すブロック図である。
【図８】本発明の例示的な実施形態による超音波システムを制御するための方法を示す流
れ図である。
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【符号の説明】
【００３１】
　１０２　ユーザインターフェース
　１０４　制御装置
　１０６　ユーザにより動作可能な入力部材
　１０８　超音波システム
　２０２　超音波プローブ
　２０３　ケーブル
　２０４　視覚的な標識
　２０６、２０８、２１０、２１２、２１４、２１６　ユーザにより動作可能な入力部材
　４０２　超音波スキャナ、超音波システム
　４０４　通信リンク
　５０２　メモリ
　６０２　ユーザプロファイル
　６０４　タグ
　６０６　パラメータ
　６０８　パラメータ設定
　７０２　一意的なユーザ識別子Ｘ
　７０４　一意的なユーザ識別子Ｙ
　７０６　ユーザプロファイルＸ
　７０８　ユーザプロファイルＹ
　７１８　パラメータ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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摘要(译)

要解决的问题：为超声系统（108）提供用户界面（102）。 
ŽSOLUTION：该超声系统包括超声探头（202）。用户界面包括至少一
个输入构件（106），其可由用户致动以控制超声系统的操作。由用户致
动的输入构件也可以由用户配置，使得其可以控制超声系统的至少一个
操作。用户界面还具有控制器（104），其包括至少一个输入构件。控制
器可以可拆卸地连接到超声探头。 Ž
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